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司会：皆さま、大変お待たせいたしました。

これより「SPACE MEETS YOKOHAMA～きぼう、

その先へ～」を開演いたします。 

 本日はご来場いただき、誠にありがとう

ございます。本日は 2 部構成でお送りいた

します。1 部は、「きぼうの今と未来 ～

Before 2020～」と題し、金井宣茂宇宙飛行

士、油井亀美也宇宙飛行士、大西卓哉宇宙

飛行士による「きぼう」の完成や経過につ

いてお話しするトークショーを、2 部は、

「きぼう、その先へ ～From 2020 to 2030

～」と題し、ISS の 2024 年までの見通しや

その先の未来について 6 名の専門家でトー

クショーを行います。 

 申し遅れましたが、本日の総合司会を務

めさせていただきます JAXA 有人宇宙技術

部門事業推進部、生本めいと申します。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 それでは、まずはじめに主催者を代表い

たしまして JAXA 理事長、奥村直樹より開会

のごあいさつを申し上げます。 

 奥村理事長、よろしくお願いいたします。 

 

 

奥村：皆さん、こんばんは。今日この日に

このように大勢の皆さんにお集まりいただ

き、本当にありがとうございます。本日、

金井宇宙飛行士の壮行会をわれわれは企画

いたしまして、彼は 12 月 17 日の出発を目

指して現在訓練を続けております。その前

に、ぜひとも国民の皆さま方にごあいさつ

したいということで今日の催しを企画いた

しました。 

 この会が横浜の地で開かれるということ

で横浜の関係者の皆さまには大変感謝して

おります。このような立派な会場をお借り

することができ、われわれも大変うれしく

思っているところでございます。 

 金井宇宙飛行士は、今ご紹介がありまし

たように医者です。宇宙にはわれわれの健

康長寿のヒントがあるんじゃないかという

テーマを掲げて、宇宙ステーションに 12

月に旅立ちます。このように、宇宙はもは
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や宇宙だけではなくて、われわれの日常生

活に深く関わってくるようになってきてお

ります。そのことをぜひ今日、皆さん方は

宇宙飛行士の話を通じてご理解いただけた

らなと思っております。 

 3 人の宇宙飛行士のビデオが先ほどから

流れておりました。われわれは、「新世代宇

宙飛行士 3 人組」と言っていますけれども、

3 人そろって皆さんの前でお話をするとい

うのは今日が初めてです。1 人ずつの会は

これまでもやってきましたが、3 人そろっ

たら何が生まれるのかというのも私は楽し

みにしております。 

 そういう意味で、限られた時間ではござ

いますけれども、ぜひ、宇宙、あるいは宇

宙飛行士の活躍、将来の宇宙のあり方とい

ったものを少しでもお感じいただければ幸

いです。特に今日は会場を拝見しますと、

お子さん方が多数いらっしゃいます。そう

いった方々に将来の宇宙への夢、あるいは

それを通して日本の力を育てる。そういう

意味でも大変いい機会になるのではないか

と思っております。ぜひ今日のイベントを

楽しんでいただけたらと思っております。 

 来年の春には宇宙探査について日本の政

府が主催して各国の政府高官を日本にお招

きして大きな会議をやります。ぜひ大人の

方はこの会議の成果もご注目いただき、将

来の日本の宇宙開発について一層のご理解、

ご支援を頂ければ大変幸いでございます。 

 大変簡単ではございますけれども、開会

のあいさつとさせていただきます。本日は

どうもありがとうございました。 

 

司会：奥村理事長、ありがとうございまし

た。 

 

 

 続きましてご来賓を代表いたしまして、

文部科学大臣政務官・新妻秀規さまよりご

あいさつを頂戴いたします。 

 新妻文部科学大臣政務官、よろしくお願

いいたします。 

 

新妻：皆さん、こんばんは。ただ今ご紹介

いただきました文部科学大臣政務官の新妻

秀規と申します。 

 本日の「SPACE MEETS YOKOHAMA」の開催、

誠におめでとうございます。国際宇宙ステ

ーション（ISS）は、日本、アメリカ、ロシ

ア、ヨーロッパ、カナダの 15 カ国が参加す

る平和目的の国際協力プロジェクトです。

この ISS に 2015 年には油井宇宙飛行士が、

翌 2016 年には大西宇宙飛行士がそれぞれ

来賓挨拶 



 

 3 / 26 

 

約 4 カ月滞在しました。この 12 月には金井

宣茂宇宙飛行士が ISS に向かい、滞在する

予定です。 

 実は私も宇宙飛行士になりたくて、油井

さん、大西さん、金井さんと一緒に、今か

ら 9 年前に行われた選抜試験を受験した 1

人です。私は落ちた人、そして油井さんと

大西さんと金井さんは受かった人、この 3

人は選抜試験に挑んだ約 1000 名の代表選

手、私にとっての憧れの的であり、誇りの

友人でもあります。 

 さて、ISS とは一体何か。ISS は幾つもの

宇宙船が合体してできた宇宙の基地です。

その ISS には「きぼう」という、日本が造

った実験をするための宇宙船があります。

そこではネズミなどの小さい動物を長い期

間飼う設備、タンパク質の結晶を作る実験

装置、材料の実験をする環境とか、とても

小さい衛星を放つような仕組みが整えられ

ています。これはほかの国の宇宙船にはな

いとてもユニークなものです。 

 今紹介したような「きぼう」を活用した

取り組みは世界で初めての成果を生み出し

始めています。民間の会社にも利用されて

います。さらにはアジアを始め、世界各国

からお願いされて、「きぼう」でいろんな実

験が行われたり、衛星が放たれたりしてい

ます。このように「きぼう」を通して日本

は世界の役に立っています。「きぼう」を活

用した宇宙開発は未来を切り開く科学技術

の発展に役立っています。 

 また宇宙開発は、いまやとても身近なも

のです。例えば、皆さんはカーナビを使っ

たり、衛星放送を見たり、天気予報を見た

りしていますよね。これは宇宙に衛星があ

るおかげなんです。 

 さらに宇宙開発は夢や希望、そして日本

を元気にする大きな力も与えてくれます。

地球の外の天体を詳しく調べる宇宙探査に

関する議論も今盛り上がっています。つい

最近、アメリカはアポロ計画以来、約半世

紀ぶりに月に宇宙飛行士を送る構想を発表

しました。 

 来年 3 月には日本が議長となって第 2 回

国際宇宙探査フォーラムを開催する予定で

す。ここには世界各国から宇宙を担当する

大臣が参加します。今日の主役の金井さん、

油井さん、大西さんを始め、日本人宇宙飛

行士の活躍の場をさらに広げて未来に向か

って挑戦できるよう、政府としてもしっか

り議論していきたいと思っています。 

 本日の「SPACE MEETS YOKOHAMA」は、「き

ぼう」の今、未来、さらにその先の宇宙開

発プロジェクトについてのトークセッショ

ンや、金井宣茂宇宙飛行士の壮行セレモニ

ーなど、盛りだくさんの内容です。このト

ークセッションでは油井さん、大西さん、

金井さん、そして私の大学の同級生でもあ

る宇宙飛行士の山崎直子さん、JAXA（宇宙

航空研究開発機構）の技術者、研究者も参
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加します。とても楽しみです。 

 また、展示もあります。先ほどのぞいて

みたんですけれども、月とか火星を探検す

る車、または宇宙食、宇宙服、はやぶさ 2

の模型、いろいろあります。これもぜひと

も見ていってください。とてもお勧めです。 

 結びに、この 12 月から ISS に飛び立つ金

井宇宙飛行士をはじめ、日本人宇宙飛行士

のさらなるご活躍、わが国の宇宙開発のま

すますの発展を願っています。そして、本

日のイベントが今日集われました皆さまに

とって楽しく思い出深いものとなりますよ

う、心より祈念いたしましてお祝いの言葉

といたします。本日は本当におめでとうご

ざいます。 

 

司会：新妻文部科学大臣政務官、ありがと

うございました。 

 

 

 

 それでは、いよいよトークショーがスタ

ートします。皆さま、どうぞお楽しみくだ

さい。 

 

吉崎：皆さん、こんばんは。 

 

柳田：こんばんは。 

 

吉崎：これより「きぼうの今と未来」と題

しまして第 1 部トークショーを始めさせて

いただきます。 

 私はモデレーターを務めます吉崎泉と申

します。どうぞよろしくお願いたします。 

柳田：そして私は、本日アシスタントを担

当いたしますアナウンサーの柳田さやかで

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは新世代宇宙飛行士のお三方をご

紹介してまいりましょう。今日はこの 3 人

がそろっているという光景は本当に貴重で

すので、しっかりと目に焼き付けてお帰り

ください。 

 

 まずは、いよいよ今年の年末 12 月に ISS

に向かわれる予定の金井宣茂宇宙飛行士で

す。大きな拍手をお送りください。 

 続いては開会前のトークが絶妙でした。

油井亀美也宇宙飛行士です。 

 その油井さんを救いに行ったのがこの方

です。大西卓哉宇宙飛行士です。大きな拍

手をお願いいたします。 

 どうぞ皆さま、お座りください。お願い

いたします。 

第 1 部トークショー 
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 実は先日、私は天文宇宙検定を受検した

のですけれども、今日会場にいらっしゃっ

ている皆さんも宇宙が大好きということで

受けた方がいらっしゃると思うんですが、

今日はどんなお話が聞けるんでしょうか。 

 まず第 1 部のトークショーでは、「きぼう」

日本実験棟でどんな実験が行われているの

か、またどんな成果が期待されているのか

というお話を油井さん、大西さん、ご自身

の体験を踏まえてお話しいただきます。そ

して金井さんは、いよいよ ISS へ向かう日

が近づいてきましたので、意気込みとかど

んな準備をされているのかを伺っていきた

いと思います。 

 そして、モデレーターの吉崎さんは宇宙

環境を利用した実験を JAXA で行っていら

っしゃるんですよね。 

 

吉崎：はい。 

 

柳田：そのお話も限られた時間ではあるん

ですけれども、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

吉崎：はい、よろしくお願いします。 

 

柳田：では、まずは「きぼう」がある ISS

について教えてください。 

 

吉崎：では、早速始めていきたいと思いま

すけれども、ISS、皆さんご存じですよね。

International Space Station の略でして、

国際宇宙ステーションのことです。世界 15

カ国の国々が参画しているものでして、高

度 400 キロのところを秒速 8km という、と

んでもない速度で飛んでいます。 

 このような形をしておりまして、それぞ

れの国が担当する区画が示されています。

どのぐらいのサイズかといいますと、サッ

カー場ぐらいのサイズ、日本の担当する「き

ぼう」日本実験棟、今映っていますね、こ

ちらが大型の観光バスぐらいのサイズにな

ります。 
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 「きぼう」、宇宙ステーションの特徴とい

えば、何と言っても無重力、ぷかぷか浮い

ている様子が示されておりますけれども、

こういった無重力の環境を利用して、油井

飛行士、大西飛行士はさまざまな実験を地

上の研究者に代わって行っていました。 

 では、早速お二人からミッションの概要

と経歴なども含めて簡単にご紹介をお願い

します。 

 

油井：はい、分かりました。まず私、油井

亀美也から、私が 2 年前に行ったミッショ

ンの概要、あと私の生い立ちなどを話して

いきたいと思います。 

 「油井亀美也」の「亀（き）」は「亀（か

め）」という漢字が入っていますので、ミッ

ションマークもカメが入っています。こち

らが私の幼少時代の写真ですけれども、子

供の頃は長野県の野菜農家に生まれました。

 

長男だったんですけれども、末っ子だった

ので、すごく甘やかされて育ったんですね。

甘やかされた甘えん坊が自衛隊に行って根

性をたたき直されて、そのあと宇宙飛行士

になったということです。 

 私が宇宙に行ったときのミッションのハ

イライトは、「こうのとり」という宇宙船が

あるんですね、これをキャプチャする。 

 これが宇宙に着いたとき。 

 宇宙に着いて私が 1 カ月ぐらいたったと

きにミッションがあったんですけれども、

「こうのとり」という日本の輸送船を、ロ

ボットアームを使ってキャプチャするとい

う大きなミッションがありました。 

 これは小型衛星を放出するときの様子な

んですけれども、宇宙ステーションでは「き

ぼう」のいろんな機能を使って小さな衛星

を宇宙ステーションから打ち上げることを

やっています。これまでに 200 個ぐらいの

小型衛星を放出しています。 

 これは先ほど言った「こうのとり」が愛

媛県産のかんきつ類を運んできてくれたと

きですね。楽しそうに遊んでいるように見

えますが、これは実際に遊んでいるときの

様子ですね。非常においしかったですね。 

 非常にうれしそうにしていますけれども、

こういう形で 5 カ月弱、宇宙にいて仕事を

していまいりました。 

 

吉崎：ありがとうございます。では、続い

て大西飛行士、お願いします。 

 

大西：あらためまして、第 48 次、49 次の

長期滞在クルーとして宇宙ステーションに
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滞在してまいりました、大西卓哉と申しま

す。 

 私は、自分で言うのも何なんですけれど

も、大学時代はとても勤勉な学生でして、

学業をほったらかして打ち込んでいたのは、

人力飛行機を作るサークルがあるんですけ

れども、それに入っていたんですよね。そ

れが高じて仕事もパイロットを選びまして、

民間機の副操縦士を 6 年間ぐらい、ボーイ

ング 767 という飛行機なんですけれども、

やっておりました。 

 

 ご覧ください、このどや顔。うしろに見

えているのは「シグナス」という名前の補

給船なんですけれども、ロボットアームで

宇宙飛行士がつかまえるキャプチャという

とても大事な仕事があるんですよね。その

大役を無事に果たしたあとのどや顔です。 

 さっき油井さんの紹介の中で小型衛星の

放出がありました。今「きぼう」という日

本の実験棟が持っている非常にユニークな

施設の一つがエアロック、僕のうしろに開

いている真っ黒い穴なんですけれども、こ

れはエアロックという施設で、宇宙空間の

外と中を自在に物の出し入れができるとて

も便利な機械なんですよね。僕の滞在中も

それを使う機会がとても多くて、それを担

当しているところですね。 

 これは静電浮遊炉という実験装置なんで

すけれども、私は大学時代は材料工学を勉

強していたので、航空宇宙材料を勉強して

いたので、材料加工の実験機器は非常に触

っていても楽しかったですね。初期検証作

業が今も宇宙ステーションの「きぼう」で

行われている実験になります。 

 今、二つのボールがくっつきましたけれ

ども、これは軌道上からやっていた教育イ

ベントの一つなんです。白いのが牛乳で茶

色のがコーヒーで、これはコーヒー牛乳を

作る実験なんですが、面白いのは、液体は

無重力状態だとこんなふうに表面張力が強

くなるので、球体になるんですよね。せっ

かく作ったので、飲んでみます。あまりお

いしくないなという顔が今の顔です。微妙

な顔になっていました。 

 これは、どちらかというとお子さま向け

の教育イベントだったんですけれども、宇

宙実験のいい本質を突いているなと思うの

は、ご覧いただいたように液体は宇宙だと

まん丸くなるんですよね。普段地上だと重

力に隠されていてなかなか見えない表面張

力が顔を出してきて、それによってああい

うふうに球体になるんですよね。宇宙空間

というのは地上ではなかなかできない実験
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をやるのに適しているんです。だから、実

は本質がすごく詰まっていて、この映像を

ここで使わせていただきましたけれども、

こういう特殊な環境を利用していろんな実

験とか研究を僕たちは宇宙でやっています。 

 短いですけれども、私からは以上です。 

 

吉崎：ありがとうございます。では続きま

して、いよいよ 12 月から宇宙ステーション

に向かう金井飛行士、ミッションのご紹介

をお願いします。 

 

金井：JAXA 宇宙飛行士の金井宣茂です。先

に紹介がありました油井飛行士、大西飛行

士と一緒に同級生として JAXA に採用され

まして、2 人に続いて今年の 12 月から約半

年間、宇宙ステーションでのミッションを

行う予定になっております。 

 私はもともと、前の仕事は自衛隊でお医

者さんをやっておりまして、2 人はパイロ

ットで宇宙船の操縦とかロボットアームの

操縦は得意中の得意で、とても上手なんで

すけれども、私はお二人のようにそこはな

かなか上手にはいきません。 

 宇宙ステーションとか日本実験棟「きぼ

う」は宇宙実験をするのが一番大きな目的

の施設ですので、私は宇宙実験を頑張りた

いなと思っていろいろな準備を行っており

ます。 

 タンパク質結晶実験というものがありま

す。地上でもタンパク質は作ることができ

るんですけれども、宇宙にタンパク質の原

料を持っていって結晶を作ると、重力がな

くてぷかぷか物が浮きますので、地上では

できないような大きい結晶ができたり、き

れいな結晶を作ることができます。 

 そういう、宇宙で作った大きな結晶、き

れいな結晶を分析することでみんなの病気

を治す薬をつくる材料になったり、あるい

は薬をつくるために必要な手間を省くこと

ができます。 

 こういった実験をするために訓練の一環

として JAXA の中でいろいろな研究者の先

生と一緒にお勉強もしております。 

 このあたりは油井さんもミッション中に

あったと思うんですけれども。 

 

油井：そうですね。私が行っているときに

ついても、これは私が実験をやっていると

きなんですけれども、これは揺らしたりす

るのがいけなくて、無重力を利用してやっ

ているので、揺らさないようにするのが大

事なのですが、それは日本人の宇宙飛行士

だけが気を付けていてもなかなかうまくい
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かないので、本当にアメリカの宇宙飛行士

もロシアの宇宙飛行士にも協力してもらっ

て進んでいるので、きっと金井さんもその

協力を求めながら進めることになるんです

ね。 

 帰還する場合についても、ロシアの助け

を借りたり、あるいはアメリカの助けを借

りたりしてサンプルが戻ってきて、解析の

部分は日本がやって、その結果を世界中の

研究者の方々、あるいは企業の方々に渡す

ということで、これは本当に将来性があっ

て、いろんな新しい将来の薬になるものが

どんどん宇宙に行って実験が進んでいます

し、これを会社で事業としてやっていこう

という取り組みも始まっていますね。 

 

金井：ありがとうございます。 

 また別の実験として、小動物、特にマウ

スという小さなネズミを飼育することも行

っております。 

 これは大西さんのときにもあったのです

けれども、日本が独自に開発したマウスの

飼育装置を使って、大学とか研究室、そう

いった先生方がやるような難しい実験も宇

宙ステーションで行うことができるように

なっています。 

 大西さん、このあたり、実際の様子をお

願いします。 

 

大西：この小動物飼育ミッションは、今、

JAXA がかなり力を入れている研究の一つ

なんですけれども、いろいろ世界初と言わ

れるような試みがたくさん詰まったミッシ

ョンで、私が担当したのはその第 1 回だっ

たんですよね。この間、第 2 回が終わった

ばかりです。やっている間は結構苦労の連

続でしたね。宇宙実験は地上の研究者の

方々がすごく長い時間をかけていろいろ考

えて準備をしてくださるんですけれども、

それを実際に特殊な宇宙空間でやってみて

初めて分かることがたくさんあります。 

 具体例を挙げると、マウスが食べるえさ

のカートリッジがあるんですけれども、マ

ウスがえさを食べると新しいえさがうしろ

からばねで押し出されるようになっている

んですよね。それがあるとき出てこなくな

ったりして、よく原因を調べてみると、飼

育装置の中は当然無重力なので、食べかす

とかふんとかがずっと浮いている状態なん

ですよね。浮いている小さい食べかすとか

がばねにかんでしまってその機構が途中で

動かなくなったり、そういったトラブルは
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実際に宇宙でやってみて初めてこういうこ

ともあるんだというのが分かったんですよ

ね。 

 そういったことを日夜、本当に地上の人

たちといろいろ相談しながら、解決しなが

らのミッションだったので、大変でしたけ

れども、それだけとてもやりがいがあるミ

ッションでしたね。 

 

油井：地上の方々も、「大西さんじゃなかっ

たらできなかったんじゃないか」と言って、

非常に感謝していましたよね。 

 

大西：いや、どうですかね。でも、最初に

日本人が担当したのは大きかったと思いま

すね。困ったときには日本語で地上の管制

官の人とも連絡していたので。 

 

油井：帰ってきてから、次の装置を改良す

るための知見も出していましたし。 

 

大西：そうです。このミッションは第 2 回、

第 3 回、どんどん続いていくので、さらに

より良いものにしていけるといいですよね。 

 

油井：ということは、金井さんのときはば

っちり壊れないものができるということの

ようなので。 

 

金井：はい、ありがとうございます。特に

大西さんは管制官チームの一員として宇宙

ステーションと通信をする役になりました

ので、そういう点では私が宇宙にいて、大

西さんが地上にいて。 

 

大西：そうです。なので、僕は管制官とし

てばっちりサポートしますので。 

 

金井：ありがとうございます。 

 

油井：さすが頼もしいですね。 

 

金井：実験がうまくいったら私のおかげ、

失敗したら大西さんのサポートが悪かった

ということで、よろしくお願いします。 

 

油井：上司の私のせいということで。 

 

大西：油井さんが全責任を取るらしいです。 

 

油井：はい、取りますので、安心してやっ

てきてください。 

 

金井：頑張ります。 

 ちょっと毛色が変わっているんですけれ

ども、「アジアン・トライ・ゼロ G」と言っ

て、アジアの各国の学生さんからいろいろ

な面白実験、先ほど大西さんのコーヒーと

ミルクを混ぜる実験もありましたけれども、

そういった面白実験も私が初めてではなく
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て代々日本人宇宙飛行士がやっているんで

すよね。 

 

油井：そうですね。私も大西さんもやって

いまして、だんだんハードルが上がってき

ているんですよね。 

 私のころはまだ楽で、録画をしておくだ

けだったんです。これは何をやっているか

というと、軽いボックスと重いボックスを

同じ力で風を与えて、どっちのほうが速く

動くのか、動きやすいのか、どっちが動き

づらいのか、質量が多い、重いほうがあま

り動きませんというのを見せる実験なんで

すね。これは簡単そうに見えますけれども、

結構苦労してこれを撮影するまで大変だっ

たので、大西さんもすごく苦労していたん

です。 

 

大西：これは、油井さん、録画でやってい

るということは、何回か撮り直しているん

じゃないですか。 

 

油井：これは相当撮り直しています。 

 

大西：そうなんだ。 

 

油井：はい。私は撮り直しが OK だったんで

すが、大西さんはライブだった。 

 

大西：僕のときは急に生中継になったんで

すよね。地上に、実験を提案してくれたア

ジアのいろんな国々の学生さんたちをつく

ばの宇宙センターに呼んで実際に僕が実験

しているところを見てもらったので、リア

ルタイム、生中継だったんですよね。 

 

油井：金井さんはたぶん生中継になると思

うんです。だから難しいと思うのですが、

一応実験ができるかどうか、私たちの経験

を踏まえて助言していますので、上でやる

ものは必ずできるはずです。もしできなか

ったら大西さんの責任ということで。 

 

金井：ありがとうございます。 

 

大西：僕がやったときは本当に 1 個がどう

してもうまくいかないやつがありましたよ。 

 

油井：そうなんですよ。あれは私のせいで

す。 

 

大西：そのときは、「こういう予測のつかな

いことが起きるのが宇宙です」とか言って

切り抜けましたけどね。 
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金井：そのごまかし方、使わせていただき

ます。ありがとうございます。 

 

油井：そのほかにも金井さん自身が努力を

して、準備をして、これはされるんですよ

ね、次のミッションでは。 

 

金井：そうですね。宇宙実験は、このアジ

アン・トライ・ゼロ G だけではないですけ

れども、宇宙飛行士が自分で考えて自分で

やるような実験はなくて、必ず地上に研究

者の先生だったり、面白実験の場合は学生

さんの提案者がいてくださって、その方の

実験を宇宙で行うために、宇宙飛行士とい

うのは、お手伝いするのがわれわれの仕事

なんです。私はより良い実験を成功させる

ために実際に実験を提案してくださった学

生さんとか研究者の先生のところに行って、

いろいろと実験のこつを教えてもらったり、

学生さんたち、提案者が求めているのは何

かと詳しく情報を知ることで、より精度の

高い、いい実験結果が得られるように今準

備をしております。 

 

油井：すごいですね。 

 

吉崎：金井さんは大学とか研究設備とか、

そういうところまで見学に行かれて、すご

く勉強熱心だなという印象ですね。ありが

たいです。 

 

金井：私はもともと医者で、油井さん、大

西さんのように宇宙船の操縦も上手にでき

ませんので、別のところで頑張りたいなと

思っていろいろな取り組みをさせていただ

いています。 

 

油井：そういうところはすごいですよ。私

たちとは違った視点で宇宙でミッションが

できて、そこは強みなので、たぶん素晴ら

しい成果が出ると思いますね。 

 

大西：そうですね。例えば僕とか油井さん

は言われたとおりをしっかりとにかくやる

ことが大事なので、金井さんみたいに科学

者としての観点から、例えばこうしたほう

がこの実験はもっと意義が上がりますよと

か、そういう視点でアドバイスができると

思うので、たぶん僕とか油井さんよりいい

仕事をして帰ってきてくれると思います。 

 

油井：それは保証します。 

 

柳田：プレッシャーにも受け取れるんです
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けれども、エールですよね。 

 

金井：何気なくハードルを上げるのがこの

3 人の……。 

 

大西：それが今日の目的だと思っているの

で。 

 

油井：はい、そうですよ。頑張ってきてく

ださい。 

 

金井：頑張りたいと思います。 

 

柳田：さまざまなミッションのお話があり

ましたけれども、こうしたミッションは宇

宙飛行士さんだけではできないんですよね。

吉崎さん、地上スタッフとの連携が大事と

いうこと。 

 

吉崎：そうなんです。チームワークが本当

に重要で。 

 

柳田：そうですよね。あの方たちをそろそ

ろ呼びましょうか。 

 

吉崎：そうですね。運用管制官の佐孝さん、

中村さん、登場をお願いします。 

 

柳田：どうぞお上がりください。 

 

佐孝：皆さん、こんばんは。私は金井ミッ

ションの前半部分を担当するフライトディ

レクターの佐孝大地です。 

 

中村：私が後半の担当の中村大地です。 

 

佐孝：皆さんはお気付きかもしれませんが、

2 人合わせて、 

 

佐孝・中村：「ダブル大地」と申します。 

 

柳田：温かい拍手をお願いいたします。 

 

金井：素晴らしいコンビネーションです。 

 

柳田：すごく練習されていましたから。 

 

佐孝：会場が凍り付くんじゃないかと不安

だったんですけれども、ありがとうござい

ました。 

 

柳田：ばっちりでした。どうぞお座りくだ

さい。ありがとうございます。 

 

吉崎：ありがとうございます。金井飛行士

を大地からしっかりと支えてくださるお二

人です。佐孝さん、中村さん、フライトデ

ィレクターの仕事はあまり知られてないか

もしれないので、ぜひここでご紹介いただ

きたいのですが、お願いしていいですか。 
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佐孝：最初に私、佐孝から説明をしたいと

思います。「きぼう」のフライトディレクタ

ーという仕事があるんですね。 

 地上の管制官というのも、宇宙ステーシ

ョンは各国で運用していますので、こうい

ったように各国に管制室があります。日本

では筑波宇宙センターで運用管制をしてい

るんですけれども、ほかにも NASA とかヨー

ロッパの ESA、ロシアを含めて各国に管制

室があります。 

 金井飛行士が宇宙で活躍されているとき

に地上でどんな人がサポートしているかと

いう一例を示しているんですけれども、ま

ずは私、佐孝や中村みたいな運用管制チー

ムがいます。この管制室で金井さんのサポ

ートをしたり、いろいろな実験を地上から

サポートしたりしています。 

 ほかにも「きぼう」の利用全体をコント

ロールするインクリメントマネージャーと

いったメンバーがいたり、総勢で運用管制

官だけでも 120 人ぐらいという、結構な人

数でやっています。 

 先ほど「120 人ぐらいいる」と言った運

用管制官なんですけれども、いろんなチー

ムに分かれています。私たちはフライトデ

ィレクターということで、一番上のオレン

ジ色になっている「J-Flight」というコー

ルサインというか、名前が付いていますけ

れども、こういったチームがいるんですけ

れども、ほかにもここにあるようなさまざ

まなチームが連携、チームワークを高めな

がら「きぼう」の運用を行っています。 

 

中村：こちらが「きぼう」のミッションコ

ントロールルーム、運用管制室の写真にな

ります。私や佐孝さん、その他の大勢の管

制官は 24 時間態勢でここから宇宙飛行士

を日々支えています。 

 私たちフライトディレクターはこの部屋

の中でも中央に席がありまして、全体を見

渡しながら日々の運用を行っています。 

 初めにありましたとおり、前半の担当が

佐孝さん、後半は私、中村が担当します。

宇宙飛行士と運用管制官が息を合わせて、

力を合わせて日々運用を行っています。 

 

油井：本当に素晴らしい発表じゃないです

けれども、紹介していただきまして本当に

ありがとうございます。 

 先ほどスライドにもありましたけれども、

宇宙で仕事をする上では地上と宇宙の協力、

チームワークが大事だという話がありまし

た。今日は非常にいい機会なので、金井さ

ん、佐孝さん、中村さんのお互いが地上に
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期待することとか宇宙に期待すること、あ

るいはこんなことはしてくれるなとか、も

しあれば率直に言っていただけたらみんな

喜ぶんじゃないかなと思いますので、金井

さんから、何かあればお二人に要望なり、

何でもおっしゃってください。 

 

金井：先ほど、宇宙飛行士のサポートをす

るという説明があったんですけれども、本

当は、現実は、宇宙ステーション、日本実

験棟「きぼう」を 24 時間 365 日、休みなく

運用を行っている主役は地上管制官なんで

すね。私たち宇宙飛行士は、その地上管制

官の手となり、足となり、目となり、耳と

なり、人間で、宇宙にいる宇宙飛行士の手

でやらないといけないような作業を担当さ

せていただいている。実は、このダブル大

地のお二人が私のボスになるわけです。で

すので、どうぞお手柔らかにお願いします

ということと、何でも言い付けてください、

私は何でもやりますので。そしてチームと

してミッションを成功に導きたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いします。 

 

油井：素晴らしいお言葉ですね。これは期

待してもいいんじゃないですか。 

 

佐孝：そうですね。 

 

油井：はい。 

吉崎：「何でもやります」なんて言っちゃっ

ていいですか、怖いですよ。 

 

油井：拍手、拍手。 

 

金井：ありがとうございます。 

 

油井：「何でも言ってください」だそうです

から。佐孝さんと中村さんからも。 

 

佐孝：金井さんの特徴というんですかね、

いいところは見て分かるとおりのたたずま

いというか、表しているんですよね。非常

にいろいろな動作が丁寧なんですよね。日

本人特有の、丁寧できめ細やかな日々の作

業が期待されるんじゃないかなと思うんで

す。 

 あとは、金井さんは NASA で訓練を受けて

いるときに日本の運用チームの手順書をレ

ビューしてくださっていたんですよね。金

井さんからのいろいろなフィードバック、

こういうふうに直したらいいんじゃないか

とか、こう書くと分かりやすいんじゃない

かというのを運用チームが日々フィードバ
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ックをかけて反映していって今の手順書が

出来上がっているんです。ぜひ、そういっ

た金井さんの魂のこもった手順書を上で実

際に使いこなしてもらいたいなと思ってい

ます。 

 

金井：ありがとうございます。 

 

中村：私から、金井さんはミッションが始

まると、きっと忙しいと思います。そんな

中でも私の思いとしては楽しんでほしいん

ですね、宇宙に滞在することを。そういう

舞台をつくるのもわれわれフライトディレ

クターの役目だと思っていますので、ぜひ

一緒にミッションを楽しみたいと思います。 

 

柳田：ありがとうございます。今日はイン

ターネットからもこの様子をご覧いただい

ているんですけれども、「ダブル大地、つか

みいい」というようなコメントもありまし

たので、自信を持っていただきたいんです。 

 

佐孝：優しいですね。 

 

中村：良かったです。 

 

柳田：金井宇宙飛行士からお二人に対して

どんな印象をお持ちですか、これから一緒

にミッションをしていく上で。 

 

金井：お二人は、実は私よりも年下なんで

すけれども、本当にこれまで日々運用に携

わっていてベテランのお二人ですので、「つ

いていきます」という感じで付いていきた

いと思います。 

 

柳田：それを聞いて、お二人はどうですか。 

 

佐孝：「任せてくれ」という感じで地上から

伝えたいと思います。やっぱり楽しんでも

らいたいですよね、せっかくなので。 

 

金井：今日も昼の部で皆さんとごあいさつ

させていただいたんですけれども、本当に

たくさんの方が「ミッション、頑張ってく

ださい」と言うのに続けて、「楽しんできて

ください」とおっしゃってくださったのが

すごく印象に残っていて、私はルーキーで

初フライトなので、仕事を頑張らなくちゃ、

ミッションを成功させなくちゃと結構思い

詰めているようなところもあったのかなと

考えさせられましたので、本当にここでお

約束します。宇宙を楽しんで無事に帰って

まいります。 

 

柳田：本当に力強いお言葉をありがとうご

ざいました。 

 今日はこの会場にいらっしゃっている皆

さん、そしてインターネットでこの様子を

ご覧いただいている皆さんからたくさんの
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質問を頂戴しているんです。ここで宇宙飛

行士の皆さん、そして地上スタッフの皆さ

んへの質問をしていきたいと思います。ま

ず、最初はどんな質問なんでしょうか、こ

ちらです。 

 「宇宙飛行士になろうと思ったきっかけ

は何だったんでしょうか」、これはお三方そ

れぞれに伺っていきたいんですけれども、

まず金井さん、きっかけは何だったんです

か。 

 

金井：宇宙飛行士は、「子供の頃から宇宙飛

行士になりたかったんです」と言う方が結

構多いんですけれども、私は、子供の頃は

別に宇宙飛行士になるとは思ったこともな

くて、大人になって自衛隊でお医者さんと

して仕事をしているうちに、「潜水医学」と

いって、海の底に人間が潜っていくために

はどういう医学的なサポートが必要かとい

うような勉強をする中で、海の底に潜って

いくのと空の向こうの宇宙に上がっていく

宇宙飛行士の仕事がとてもよく似ていて、

そこから宇宙の医学というところで宇宙飛

行士を目指すようになりました。 

 油井さんはいかがでしょう。 

 

油井：私は子供の頃からなりたくて、川上

村という非常に小さな村だったんですけれ

ども、星がきれいに見たので、星に興味を

持って、いつかは天文学者か宇宙飛行士に

なりたいと思って、実際に宇宙に行けたの

はそれから 36 年後ぐらいなので、かなり夢

を実現するには時間がかかりました。 

 

柳田：大西さんはいかがでしょう。 

 

大西：僕は結構単純でいろんなものに影響

されやすいんですけれども、宇宙自体は小

さいときから好きだったんですよね。宇宙

について勉強する科学者になりたいなと思

っていたんですけれども、大学 1 年生のと

きに、『アポロ 13 号』の映画があって、そ

れを映画館で見て、ロケットが打ち上がる

ときにそれを地上にいる人たちが泣きなが

ら見送るシーンがあるんですけれども、そ

れを見たときに、いろんな人の希望だった

り夢みたいなものを背負って宇宙に旅立っ

ていく宇宙飛行士の姿にすごく強烈に憧れ

を抱いたんですよね。それで家に帰って母

親に、「宇宙飛行士になる」と宣言したのが

たぶん仕事として宇宙飛行士を認識した最

初だと思います。 

 

柳田：やっぱりきっかけはそれぞれなんで
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すよね。 

 では、次はどんな質問でしょうか。こち

らです。 

 「頑張って勉強した教科は？」、先ほど大

西さんご自身で、「勤勉だった」とおっしゃ

っていましたけれども、大西さんは特に頑

張った教科は何だったんでしょうか。 

 

大西：僕は運動好きなので体育。 

 

柳田：今、何と。 

 

大西：それは置いておいて、物理は好きで

したね。物理は大好きだったので、一番自

信もありましたし、一番勉強した教科は物

理ですね。 

 

油井：物理が好きだったから物理をやった

んですね。 

 

大西：そうです。 

 

油井：物理以外のところも頑張ったんじゃ

ないですか。「嫌いなものを頑張る」と、さ

っき質問タイムで言っていましたけれども。 

 

大西：そう。私は運動が大嫌いなんですけ

れども、さっき、「嫌いなことも一生懸命頑

張らなきゃいけない」と言いましたけれど

も、宇宙飛行士になって一番大変だったの

は嫌いな運動をしっかりやらないと駄目な

ので、そこは頑張りましたよね。 

 

油井：頑張っていたと思いますよ。非常に

頑張り屋です。この笑いが何を示している

のかはあれですけれども。 

 

金井：ちょっと質問なんですけれども、最

近はフライトコントローラー、管制官も知

名度が上がってきていると思うんです。管

制官のお二人はどういうお勉強が得意だっ

たんでしょう。 

 

油井：聞いてみたいです。 

 

大西：そもそも宇宙飛行士は理系じゃなき

ゃなれないじゃないですか。フライトコン

トローラーは関係ないですか、そこは。 
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佐孝：そうですね。私たちも勉強はどうだ

ったんですかね、頑張ったは頑張ったのか

もしれないですけれども。私も結構物理は

好きだったんですけれども、理科が好きだ

ったですかね。どっちかというと頑張って

勉強したほうがよかったなというのは今で

もいっぱいあるんですけれども、宇宙飛行

士もそうだと思うんですけれども、管制官

も英語が大変なんですよね。 

 

金井：英語はそうですね。 

 

佐孝：今から振り返ると、もっと頑張って

やっておけばよかったなと常々思っている

のは英語かな。 

 

油井：確かに語学はね、はい。 

 

中村：私の苦手な教科は英語でした。ただ、

今、宇宙飛行士の方と NASA の方とかと英語

で調整とかしないといけないので、一番頑

張っているという意味では今でも英語は結

構頑張ってやっています。 

柳田：吉崎さんは特に頑張った教科は？ 

 

吉崎：どうですかね。もともと生物学が専

攻だったので、そのあたりは好きでやりま

したね。日々勉強ですね。新しいことがど

んどん出てきますので、毎日勉強しないと

なと思っています。 

 

柳田：そうですね。苦手な勉強も皆さんも

ぜひ頑張ってください。 

 

油井：頑張ってください。 

 

柳田：次はどんな質問でしょうか、こちら

です。 

 「一番つらかった訓練」、こちらは金井さ

んに伺いましょうか。 

 

金井：私ですか。 

 

柳田：はい、順に伺いますが。 

 

金井：私は、いつも言っているのは飛行訓

練ですね。宇宙飛行士の基礎訓練で T-38

という練習機を飛ばさないといけないんで

すけれども、「おまえと一緒に JAXA から来

た油井と大西は軽々と飛行機を飛ばしてい

るのに、なんでおまえは飛ばせないんだ」

と、非常にからい評価を……。 

 



 

 20 / 26 

 

大西：一応プロですからね。 

 

油井：そうですよ。私たちが飛ばせなかっ

たら、ちょっとまずいので。 

 

大西：逆に飛ばせないと危ないです。 

 

金井：非常につらい思いをしました。 

 

油井：あれはすごくスパルタな訓練でした

よね。いきなりアメリカに行って、数週間

しかたってないのにいきなり操縦していま

したよね。 

 

大西：あれは結構あり得ないですよ。 

 

油井：あり得ないです、あり得ないです。 

 

大西：僕らだって 1 年かけてちゃんと一人

前のパイロットになるんですけれども、金

井さんみたいな方でも 6 週間ぐらいの詰め

込み訓練に放り込んで、それが終わったら、

もう飛んで。 

 

金井：いきなりフライトですね。 

 

油井：テストパイロットでもあそこまでは

さすがにやらないですよ。だから、すごい

訓練を乗り越えてきたということですね。 

 

柳田：大変な訓練を乗り越えてこそだった

んですね。 

 

大西：訓練は肉体的に厳しい訓練とメンタ

ルにちょっと厳しい訓練がありません？ 

 

油井：ありますよね。大西さんはメンタル

で厳しかったのは何ですか。 

 

大西：メンタルは、僕はソユーズの訓練が

結構きつかったですね。 

 

油井：あれは大変ですよね。 

 

大西：へとへとになりますよね。別に体は

きつくないですけれども。 

 

油井：大西さん、確か「受験勉強よりもい

っぱい勉強した」と言っていませんでした

っけ。 

 

大西：私は勤勉ですからね。 

 

油井：いやいや、そうですよね。 

 

大西：本当に、毎晩 2 時ぐらいまで勉強し

ましたよね。 

 

油井：大西さんが 2 時まで勉強するってす

ごいことですね。 
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大西：どういう意味ですか。本当に 9 時か

ら次の日の訓練が、また座学が始まって夕

方まで新しいことを教わって、帰ったらま

た復習みたいな、ロシアの訓練で僕がすご

く面白いなと思うのは、アメリカとロシア

で全然やり方が違うじゃないですか、訓練

も。 

 

油井：そうですね。 

 

大西：僕がよく例えで出すのは、電子レン

ジの使い方を勉強しましょうというときに、

アメリカだと電子レンジのドアを開けて食

べ物を置いてドアを閉めて時間を選んでス

タートを押してください、それで、もしう

まく温まらなかったら地上に連絡してくだ

さいとだけを教えるのがアメリカ式だと僕

は思うんですけれども、ロシアへ行くとこ

れがどうなるかというと、電子レンジの使

い方を勉強します、まず電子レンジで物が

温まる原理から、というのをロシア語でや

るんですよね。だから、これは本当にきつ

かったです。メンタル的に本当にきつかっ

たです、そのときは。 

 

油井：本当にきついですよね。でも、きつ

いと思うと本当に大変なので。でも、私は

結構ロシアの訓練は大好きで、考えるのが

大好きですし、ロシア語も大好きになった

ので、私は結構楽しかったです。 

大西：油井さんは大体、「訓練はどうでした

か」と聞いても、「いや、大丈夫でした」と

いう答えしか返ってこないんですけれども、

油井さんが、どっちでもいいですよ、メン

タルでも肉体でもきつかったなと思うのは

何ですか。 

 

油井：何ですかね。きつかったなと思うの

はいろいろありますけれども、正直、ロシ

ア語は最初きつかったですよ。1 年間、全

然成果が出なくて、やっぱり 40 を超えてか

ら語学を勉強するのは結構大変で、1 年間

勉強したあとでいろんな初歩的な間違い、

例えば「台所に何がありますか」みたいな

簡単な質問を受けたときに、「コップ（スタ

カーン）」と言いたくて、「タラカーン（ゴ

キブリ）」と言って、そういう間違いをして

教官に大笑いをされたりして、これで俺は

本当に宇宙に行けるのかなとすごく悩みま

した。 

 

柳田：そうですよね。宇宙ではさまざまな

国の人たちとコミュニケーションを取る必

要がありますから、語学も大変ですよね。 
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 では、次が最後の質問となります。最後

はどんな質問でしょうか。こちらの質問で

す。 

 子供の頃、なりたかった夢はそれぞれ何

だったんでしょうか。こちらもお三方、皆

さんに伺ってよろしいですか。まず金井さ

んから。 

 

金井：私から、私は親が病院で働いていま

したので、お医者さんになりたいなと思っ

てその夢をかなえることができました。 

 

油井：私は先ほど、「宇宙飛行士か天文学者」

と言いましたけれども、結構具体的に小学

校の卒業文集に「火星に行きたい」と書い

ていましたね。 

 

金井：では、夢はこれからですね。 

 

油井：これからです。どんどん遠くに行か

ないと。 

 

大西：僕が一番最初に思い描いていたのは

画家になるという夢でしたね。 

 

油井：画家。 

 

大西：本当です。 

 

油井：これ、冗談。 

大西：これはネタじゃなくて本当です。 

 

油井：ネタじゃないんですね。 

 

大西：本当に昔は絵がうまかったんですよ、

これでも。 

 

油井：昔？ 

 

大西：昔、小さいとき。 

 

油井：昔ね。 

 

金井：ちょっと宣伝になってしまうかもし

れないですけれども、私はブログをやって

いまして、ブログのヘッダーという最初の

ところに出てくる絵は油井画伯と大西画伯

に描いてもらっていますので、ぜひ画家を

夢見た宇宙飛行士の絵を確認してみてくだ

さい。 

 

油井：大西さんが子供のころからどれだけ

成長したかを見てあげていただきたいと思

います。 

 

柳田：大西さんの絵も注目でございます。

せっかくですので、ダブル大地さん、お二

人も子供の頃になりたかった夢を教えてく

ださい。 
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佐孝：私は、たぶん小学校のときの卒業文

集とかだと、べたですけれども、「宇宙飛行

士になりたい」と書いたりしましたね、本

物を 3 人そろえている中で言うのも何です

けれども。 

 

中村：実は私も卒業文集に、「月に行きたい」

と。ちょっと油井さんよりは近場ですね。 

 

油井：でも、これからまだ可能性はあるん

じゃないですか。 

 

大西：お二人ともまだ若いですもんね。 

 

油井：若いから宇宙飛行士に、フライトデ

ィレクターから宇宙飛行士になるのは結構

新しいですよね。大西さんは宇宙飛行士か

らフライトディレクターになりたいんです

よね。 

 

大西：そうです、はい。 

 

油井：その逆みたいな感じで。 

 

柳田：今日のモデレーターの吉崎さん、夢

は何だったのでしょうか。 

 

吉崎：夢ですか。やっぱり研究っぽいこと

をしたいなとは思っていましたかね。 

 

柳田：そうなんですね。やっぱり子供の頃

から研究をしたかったということです。 

 残り時間もわずかなんですけれども、そ

れでは最後に宇宙飛行士の皆さん、そして

地上スタッフの皆さんから、会場にお越し

の皆さん、そしてインターネットでご覧の

皆さんにメッセージを頂戴したいと思いま

す。では、まず金井宇宙飛行士から皆さん

へメッセージを一言お願いいたします。 

 

金井：宇宙は楽しいなというのが本当に自

分の今仕事をやっているモチベーションに

なっていますので、皆さんも今日、油井さ

んや大西さん、実際に宇宙に行った宇宙飛

行士の話を聞いて宇宙は面白いなと感じて

いただいたら自分としてはうれしいなと思

います。いかがだったでしょうか、皆さん。 

 

柳田：楽しまれましたか。ありがとうござ

います。 

 

金井：大丈夫ですかね、ありがとうござい

ます。 
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柳田：そして油井さんからメッセージを。 

 

油井：私は、地上にいるときからですけれ

ども、Twitter をやっていて、宇宙にいる

ときも Twitter をして、地上の方々からい

ろいろなメッセージを頂いて本当にサポー

トしていただいて力をもらったんです。実

際に金井飛行士も Twitter をやっていまし

て、きっと皆さんにフォローしていただい

てメッセージを送っていただくのが本当に

金井飛行士のミッションを支えるところに

直結すると思いますので、ぜひこの機会に

金井飛行士の Twitter をフォローしていた

だいてメッセージをどんどん送っていただ

ければなと思います。私も金井さんをサポ

ートしていきます。 

 

柳田：皆さんもメッセージのサポートをお

願いいたします。 

 

大西：実は、今回のこの企画が最初に持ち

上がったときに内輪ですごく心配していた

のは、この会場は 5000 人が入る規模なんで

すけれども、5000 人も本当に人が集まるの

かという声が JAXA の内部でもすごく大き

かったんですよね。ただ、それでもやって

みようというので、いざやってみて、こう

してこの会場に皆さんが 2 階席、3 階席、3

階席の奥まで人が入ってくださっているの

を見て、僕たちも本当に心強いですし、勇

気付けられました。自分たちがやっている

ことが 1 人でも多くの人たちを勇気付けら

れるように、また自分たちの仕事が地上の

方々の生活に何かお役に立てるようにこれ

からも頑張っていきますので、ぜひよろし

くお願いいたします。今日は本当にありが

とうございます。終わりみたい。 

 

柳田：ありがとうございます。すごくすて

きなメッセージだったんですが、今コメン

トで、「昔は絵がうまかった大西画伯」とい

うのがずっと映っていたので、ちょっと笑

いが出てしまいました。 

 

大西：絵がうまかったというか、そのとき

から進歩していないんですよ。僕は字のう

まさと絵のうまさは 6 歳ぐらいで進歩が止

まっています。 

 

柳田：ありがとうございます。では、地上

から支えている佐孝さん、そして中村さん

からもメッセージを一言ずつお願いいたし

ます。 
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佐孝：金井さんは初飛行ということもあり

ますので、まずは楽しんできていただきた

いなと思っているんですけれども、それを

安心して宇宙活動ができるように地上から

支えていきたいと思います。 

 

柳田：ありがとうございました。中村さん

はいかがでしょうか。 

 

中村：金井さんへのミッションの参加方法

はいろいろあると思うんですね。Twitter

でメッセージを送ったり、そのように皆さ

んと一緒にこのミッションを楽しみたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

柳田：どうぞ金井さんのミッションを見て

いてください。注目していてください。 

 第 1 部のトークセッションは、「きぼう」

日本の実験棟で行われている内容について

お話を聞いていきました。このあと第 2 部

があるんですけれども、第 2 部はさらに未

来のお話です。2020 年以降の将来の宇宙探

査はどうなっていくのか、そのお話を伺っ

ていきます。 

 以上で第 1 部のトークセッションは終了

です。どうも皆さん、ありがとうございま

した。大きな拍手をお願いいたします。 

 

司会：ご登壇者の皆さま、ありがとうござ

いました。それでは、モデレーター、パネ

リストの方々をいま一度大きな拍手でお送

りください。 

 これより 10 分間の休憩時間とさせてい

ただきます。再開は20時10分となります。

お席を立たれる際には貴重品などお忘れ物

のないよう、お気を付けください。 

 展示グッズ販売は 1 階マリンロビーにて

21 時 15 分まで実施しております。ぜひお

立ち寄りください。 

 受付でお配りした配布物の中にはアンケ
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ートが封入されております。アンケートは

今後の有人宇宙活動に役立てさせていただ

きます。ぜひご協力ください。お手数です

が、必要事項をご記入の上、お帰りの際に

お出口にてスタッフへお渡しください。ア

ンケートにご協力いただいた方には漏れな

く記念品を差し上げます。 

 またインターネット中継をご覧になって

いるお客さま、ウェブアンケートを今月 31

日 18 時まで行っております。ホームページ

にてアンケートのご協力のほど、よろしく

お願いいたします。 

 


